





灰色文献の利用促進、機関のショーケース・広報手段、学術情報の Open Access 化のた
めのツール、に分類される。それぞれ機関の事情に応じて意義を選択すべきだが、学術情
報の Open Access 化のためのツールと看做すとき、機関リポジトリは継続的で大きな課
題を図書館に与え、それによって図書館員に目指すべき目標を示す。
Key Words：機関リポジトリ、学術情報流通、Open Access、Big Deal、セルフ・アーカ
イブ
Ⅰ．はじめに







































































































































































































































































学では学内 LAN が整備され、telnet で海外
の大学の OPAC を検索する時代が来た。本
好きはコンピュータを学ばなければならな
くなり、やがてそれにハマった。しかし大き
な大学の図書館に居て、担当は常に細かく縦
割りに区分され、図書館業務全体を一望して
自分なりの判断を下すという機会には遭遇で
きなかった。そこに機関リポジトリの事業が
やってきて、私は初めて大学図書館の仕事の
面白さ、大学図書館職員としての楽しさを知
ることができた。私のケースが特殊なのか不
幸にして結構多い事例に該当するのか知らな
いが、この機関リポジトリの事業がより多く
の機関で実施される、それもその機関の図書
館員を元気にしながら進展していくために、
今後も努力していきたいと感謝しつつ、願っ
ている。
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